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和を邑思料愕＼

読
書
は
「
人
生
変
え
る
」

伝
説
の
国
語
教
師
と
の
逸
話
紹
介

元
毎
日
新
聞
・
池
田
言
伝
証
本
を
出
版

元
毎
日
新
聞
論
説
香
呂
、
池

田
知
隆
さ
ん
が
伝
記
本
「
読
書

と
教
育
－
戦
中
派
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ア
ン
・
韓
籍
の
軌
跡
」
‖

写
真
＝
を
約
3
年
か
け
て
書
き

上
げ
出
版
し
た
。
池
田
さ
ん
の

恩
師
と
も
い
え
る
国
語
教
師
の

評
伝
で
、
同
時
に
著
者
の
半
生

記
。
教
師
と
生
徒
が
「
本
」
を

通
し
て
信
頼
関
係
を
深
め
て
い

く
具
体
的
な
逸
話
の
数
々
に
胸

を
突
か
れ
る
。

池
田
さ
ん
は
1
9
4
9
年
、

熊
本
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
政

経
学
部
を
卒
業
し
て
毎
日
新
聞

に
入
社
後
、
社
会
部
、
学
芸
部

な
ど
を
経
て
論
説
委
員
を
務
め

る
。
退
職
後
は
大
阪
蛮
曇

貴
会
委
員
長
、
追
手
門
学
院
大

客
員
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
現

在
は
同
志
社
女
子
大
講
師
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
一
般
社
団
法

人
大
阪
自
由
大
学
理
事
長
。
「
団

塊
の
＜
青
い
烏
＞
」
　
（
現
代
書

館
）
、
「
日
本
人
の
死
に
方
・

考
」
　
「
新
聞
記
者
」
　
（
以
上
、

実
業
之
日
本
社
）
な
ど
の
著
書

が
あ
る
。

棚
町
は
思
想
検
事
の
子
に
生

ま
れ
、
皇
国
少
年
と
し
て
自
己

を
形
成
し
、
戦
後
は
G
H
Q
検

閲
官
と
な
っ
た
。
棚
町
が
見
い

だ
し
た
の
は
、
読
菖
鍛
錬
術
と

い
う
教
育
の
王
道
だ
っ
た
。

棚
町
は
半
世
紀
以
上
前
、
「
本

を
読
も
う
」
と
繰
り
返
し
語
っ

た
伝
説
の
国
語
教
師
で
、
著
者

の
池
田
さ
ん
は
棚
町
の
生
き
方

と
読
書
論
・
教
育
論
か
ら
多
大

な
影
響
を
受
け
た
。

「
入
学
時
」
▽
「
技
術
者
像
」

▽
「
伝
記
」
▽
「
8
月
1
5
日
を

前
に
」
▽
「
長
編
へ
の
取
り
組

み
」
▽
「
青
春
・
友
情
・
恋
愛
」

▽
「
社
会
L
I
な
ど
に
分
類
し

て
本
を
推
薦
。
生
徒
に
読
ま
せ

た
棚
町
の
手
法
は
現
代
に
も
十

分
に
応
用
で
き
る
普
遍
性
を
帯

び
て
い
る
。
読
書
に
は
「
人
生

を
変
え
る
」
と
て
つ
も
な
い
力

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
労
作
だ
。

B
6
判
、
2
4
6
㌻
。
現
代

香
館
。
2
1
6
0
円
（
税
込
み
）
。

（
大
山
勝
男
）


